
INTERVIEW
明石仁十病院様に導入した、
フラットベース照明：
サーカディアン・DALI制御仕様について、
病院様へインタビューを行いました。

サーカディアンリズムとは…
サーカディアンリズム（＝概日リズム）と
は、睡眠や体温、血圧、心拍、多くの
ホルモン分泌、免疫機能、代謝など、
私たちの大部分の生体機能を司る
約24時間周期のリズムのことです。
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フラットベース照明
サーカディアン・DALI制御仕様

1自動システム制御

2目に優しく、手元に影のできづらい面発光の照明

3空間全体を均一に照らす

専用の制御システムを用いることで、任意の時間や季節の日の出・日の入りに合わ
せ自動的にシーンが切り替わります。本制御により室内を自然の光環境に近づける
ことが出来ます。一日を病室で過ごす患者様や、医療スタッフの方に時間の経過を
感じていただき、メリハリのある生活を実現することが出来ます。

導光板の端部にLEDモジュールを配置し、その光を導光板内に入射させ内部で反
射させることにより光を均一に面発光させた光源のことで、まぶしさが抑えられ目
に優しい光源が実現できます。

空間全体を均一に照らし明暗の差による作業ストレスを軽減します。

直管型LED照明
2,500lm相当器具×1台の照度

直管型LED照明
2,500lm相当器具×2台の照度

フラットベース照明
64W5,800lm×1台の照度

器具配置図

空間5ｍ×5ｍ×CH2.7ｍ
照度カラーレンダリング

部屋の方向によって明暗差が発生 部屋全体を均一に照らします



光が変えた病院環境：
転倒率半減のエビデンス

論文情報
タイトル：Circadian Lighting Was Associated with a 
Reduction in the Number of Hospitalized Patients 
Experiencing Falls：A Retrospective Observational Study
掲載誌：Healthcare（MDPI）
掲載日：2025年7月14日
URL：https://doi.org/10.3390/healthcare13141692

（無料ダウンロード可能です）

明石仁十病院様　概要
兵庫県明石市にある医療法人公仁会が運営す
る病院です。「全ては、病める人のために」を法
人理念に、質の高い医療介護サービスを一体的
に地域に提供し続けられるよう努めております。

医療法人公仁会 明石仁十病院

左：�沖波 武先生（副院長・泌尿器科）

右：�西川 信之先生（泌尿器科部長）

明石仁十病院が導入した「サーカディアン照明」の効果
明石仁十病院が病棟の改築に際し、山田医療照明株式会社のサーカディアン照明を導入しま
した。単なる LED 化ではなく、患者の療養環境の質向上を目的としたこの試みは、期待以上
の良い結果をもたらしました。今回は、同院の沖波先生、西川先生に、導入のきっかけから、
国際誌に掲載された研究成果に至るまでを伺いました。

「眩しいか、暗いか」中間がない光
環境

1. �導入前の課題： 
バラバラな光環境

導入を検討されたきっかけは、従来
の照明環境にどのような課題があっ
たからでしょうか。
沖波先生：以前は蛍光灯で、長年の
間に機器も色もバラバラになり、病室
によって全く環境が異なっていました。
特に問題だったのは、光の不均一さ
です。南向き病室は日差しが強すぎ
て眩しい一方、北向きは常に薄暗く、
雨の日はもっと暗くなっていました。
西川先生：患者さんの足元が暗くな
ることは、特に高齢者にとって転倒リ
スクを高める最大の要因の一つです。
看護師からも「暗くて採血などの業
務に支障が出る」「手元が見えなくて
ストレス」という声が多く、照明環境
の改善は喫緊の課題でした。
沖波先生：また、薄暗い部屋の患者
さんは、なんとなく表情が暗く、精神
的にも不安定になりがちでした。日当
たりの悪い旧病棟の部屋にいる患者
さんが調子を崩すと、看護師が気を利
かせて明るい部屋に移すといった対応
も行っており、「照明が精神状態に影
響している」という実感はありました。

「何もしない」が予防につながる非侵
襲的な光

2. �導入後の劇的変化： 
転倒率半減のインパクト

新病棟への移転とサーカディアン照

明の導入後、最も顕著な効果として
表れたのが、患者さんの転倒率の減
少でした。
沖波先生：以前は、転倒のインシデ
ント報告が高頻度で当直医に入り、
夜中に起こされることも多かったので
すが、改築後はその報告が減少しま
した。改築前後の5ヶ月ずつの全入院
患者のカルテ記事を調べて集計したと
ころ、入院患者さんの転倒率が15%
から7.4%へと約半分に減少していま
した。これは、我々が当初期待して
いた以上の、非常に大きな結果です。
照明を始めとする環境の変化が、こ
れほど大きな影響をもたらした要因
はどこにあるとお考えでしょうか。
沖波先生：サーカディアン照明は、昼
は覚醒を促し、夜は自然な入眠を助け
る光環境を自動で作り出します。これに
より、患者さんの睡眠と概日リズムが
整い、夜間の覚醒やせん妄などの精
神状態の不安定さが減ったことが転倒
予防に繋がったと考えています。しかも
これは、患者さんに負担をかけない非
侵襲的な手法であることが重要です。

投薬に代わる効果：副作用なくリス
クを低減
沖波先生：薬による睡眠・せん妄の
コントロールは、ふらつきや認知症リ
スクの増加など高いリスクを伴いま
す。一方で、この照明は自然界の光
を再現しているため、副作用がほと
んどないと考えます。薬を使わずに転
倒という大きなリスクを減らせること
は、高齢者医療において極めて大き
なメリットです。

自動制御の光を現場に合わせて
微調整

4. �現場スタッフとの協働と運用
の最適化（導入後の照明の調整）

サーカディアン照明は自動制御です
が、導入直後は現場の看護師の意見
を取り入れ、最適な運用設定にする
ための調整が行われました。
沖 波 先 生： 当 初 は朝7時 点 灯、夜9
時消灯の設定でしたが、患者さんが
6時頃から起きているため、始業時刻
を6時に前倒ししました。また、夜9
時の消灯時、急に暗くなることへの
不満が出たため、21時から5分おき
に3段階で徐々に暗くなる設定に変更
しました。
西川先生：こうしたきめ細かなカス
タマイズの結果、スタッフは自動制御
の利便性を受け入れ、今では職員が
意識せずに良い照明環境を提供でき
るようになりました。特に医療トラブ
ルを嫌う介護施設などでは、手間が

「大規模な実環境での長期観察」が
証明した優位性

3. �国際誌『Healthcare』への
掲載：科学的根拠の確立

この転倒率半減という結果を、単な
る偶然や環境変化で終わらせず、科
学的なエビデンスとして確 立する
ため、沖波先生と西川先生は研究
論文としてまとめ、スイスの学会誌

『Healthcare』に掲載されました。
沖波先生：転倒予防の手法に関する
論文を多数調べましたが、照明以外も
含めてこれだけの予防効果を持つもの
はありませんでした。我々の研究の意
義は、病院の病棟という実環境で、49
床分の病室という大規模で、比較的長
期にわたって観察できた点にあります。
西川先生：照度と色調を非常に精密
にコントロールし、全室で光のベー
スラインが安定していたからこそ、こ
のブレのないデータが出せたのだと
確信しています。
沖波先生：ばらつきのある照明環境
で実験をしても、得られたデータはば
らついてしまい真実を得ることはでき
ません。特に、今回のように多数の
病室で観察する場合、もし照明の品
質やコントロールが甘ければ、データ
はバラバラになり、結局「効果」は消
えてしまいます。しかし、この照明は
どの部屋でも同じ光環境を提供でき
ました。その結果、きれいなデータが
得られ、論文として説得力を持たせる
ことができました。この論文が、今後
の医療・介護分野でこの照明普及の
確かな根拠になると感じています。

かからず転倒予防ができるという点
は非常に魅力的でしょう。
沖波先生：また、今回の改築では、
偶然衝撃吸収性の高い二重床が採用
されました。照明による転倒自体の
減少と、床材による骨折リスクの軽
減という相乗効果で、改築後5ヶ月の
観察期間では転倒による骨折がゼロ
になりました。光と環境を組み合わ
せた転倒による骨折予防への多角的
なアプローチの重要性も示されたと
考えています。

施設・在宅医療への普及に期待

5. �医療・介護分野における 
光の可能性と未来

今後、サーカディアン照明はどのような
分野に貢献できるとお考えでしょうか。
沖波先生：転倒予防効果が望まれ
る高齢者施設はもちろん、NICU（新
生児集中治療室）など、体内リズム
が未発達で外部刺激に弱い患者さん

にとっても、光による生体リズムのコ
ントロールは非常に重要と思います。
また、認知症の進行やうつ病、せん
妄など、サーカディアンリズムの乱れ
が影響する多様な病態への効果検証
も期待できます。
西川先生：本研究でこのような明確
な結果が出たことは、機器メーカー
さんにとっても大きな自信になるはず
です。今後は、コストダウンを図り、
介護施設や在宅医療の分野に普及さ
せることで、より多くの方が快適で安
全な生活を送れるようになることを
願っています。
沖波先生：転倒は、骨折しなくても
患者さんの恐怖心を生み、引きこもり
や体力低下を招きます。転倒させな
いようにすることが何よりも重要です。
この照明は、高齢者医療の質を劇的
に向上させる可能性を秘めています。
ぜひ、この論文を参考として、普及を
加速させていただきたいですね。

サーカディアン照明とは
製品名：�フラットベース照明　 

サーカディアン・DALI 制御仕様

山田医療照明が販売している医療施設
向けLED導 光 板 薄 型 照 明をベ ースに、
今回の病院様のご要望に応えるため、
サーカディアンリズムを再現した照明・
制御仕様を導入した照明。朝の灯り、
昼の灯り、夕方の灯り、夜の灯りの4シー
ンの照明を自動で再生。病室のカーテ
ンが開いていなくても、一日の流れを照
明で再現します。

改築前後の写真

改築前

各病室の方角と窓
の配置によって明る
さがバラバラな環境
だった。
改築後

時間帯に応じて各
患者さんに自動的
に必 要 な明るさが
いきわたるように照
明設計をしている。

時間帯に応じた照明の光の変化
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